
 

令和４年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 神田 小学校 ）     学校番号 ０３５                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 「明るい笑顔があふれる」「家庭、地域社会から信頼される」「安全で安心な環境で学べる」我が子を通わせたい学校をつくる        

          

重 点 目 標 

１ 学びの自律化に向けた情報端末の活用、授業改善 
２ 学校を核とした持続可能なスクール・コミュニティ構築 
３ 生徒と教職員との豊かな人間関係に支えられた生徒指導・教育相談の充実 
４ 明るく活気のある学校を目指した教職員の育成と働き方改革の推進 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和５年１月１８日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

（現状） 

○市の学習状況調査において、学習に対する

関心・意欲・態度に肯定的な回答をした児

童の割合は市の平均と同じくらいである

が、国語・算数ともに全国・市の平均には

及ばない結果となっている。 

○日頃の学習の様子から、興味のあることに

関しては、意欲的に取り組む児童が多い。 

（課題） 

○全国学力・学習状況調査の結果から、読解

力や基礎学力の定着に課題が見られる。 

○意欲をもって学習に取組めるように、学び

の自律や探究化を図る授業構想の研究を深

める。 

学びの自律化 

に向けた情報 

機器の活用と 

授業改善 

 

 

 

 

①研修主任・学力向上主任と授業の

流れ・ICTの活用等を明記した

「神田小の授業づくり」を作成す

る。 

②校内研修で、国語、算数を中心と

した授業研究を行い、基礎学力の

向上、ICT の効果的な活用方法等

の研究授業を実施する。 

①「神田小の授業づくり」をもと

に、教員が自分の授業を見直し、

ねらいを明確にしたり、見通しを

もって学習に取組ませたりするこ

とができたか。 

②国語、算数の研究授業を年に 4 回

以上行い、研究協議会を実施し、

研修を深められたか。 

・「神田小の授業づくり」をもとに、教

員が自分の授業を見直すことにより、

若手教師を中心に授業力の向上につな

がった。 

・国語を２回、算数を２回計４回の授業

研究会と全教員が参加しての研究協議

会を実施し研修を深めることができ

た。 

B 

・授業研究会は来年度も継続し、

教師の授業力向上と資質向上に

努める。 

・若手教員に指導・助言できる教

員が少ないため、中堅教員の育

成と相談しやすい人間関係を構

築できるよう助言していく。 
 

・学校評価の児童のアンケート

結果を見ると、先生の授業は

わかりやすいと答えている児

童が高学年で９８％もいるこ

とは、先生方の努力の成果で

ある。今後は学力の向上にも

つながるような研修等の充実

を図ってほしい。 

・高学年のアンケート結果か

ら、宿題以外の勉強を家でし

ているという割合が高学年で

も５４％しかいない。家庭学

習の習慣化については、さら

に PTAとの連携を考えていく

べきである。 

学ぶ楽しさを 

実感できる 

「神田小  

STEAMS TIME」 

の創出 

①「神田小 STEAMS TIME」を SDGｓ

等と関連付けた神田小独自の探究

的な学びや教科横断的な単元の創

出し、児童に学ぶ楽しさを実感さ

せる。 

 

①児童アンケートにおいて「自分で

課題を立て情報を整理して、調べ

たことを発表するなどの学習に取

組んでいますか」の肯定的な割合

が８５％以上になったか。 

・児童アンケートにおいて「自分で課題

を立て情報を整理して、調べたことを

発表するなどの学習に取組んでいます

か」の肯定的な割合が８９％になっ

た。 

B 

・児童の学習に対する意欲は少し

ずつ向上しているが、学力の向

上には結びついていないため、

今後も児童の実態を把握した授

業改善に積極的に取り組む。 

2 

（現状） 

○全国学力・学習状況調査で「友だちと協力

するのは楽しいと思いますか。」の質問に

肯定的な回答をした児童の割合は、全国・

市の平均を大きく上回った。 

○学校評価の「施設・設備」に係る質問に対

する肯定的な回答の割合は８９％である。 

（課題） 

○学校評価では、学校が子どもの悩みやトラ 

ブルに適切に対応していると評価している 

保護者は７６％となっており、早急な改

善が必要である。 

○施設・設備の老朽化に伴う、雨漏りや壁面

の修理等に早急な対応が必要である。 

児童 1人ひと

りにとっての

「Well 

Being」な学校

づくり 

 

 

①全教職員参加の「すこやか委員

会」を月に 1 回実施し、児童一

人ひとりに寄り添う組織的な対

応を常にできるようにする。 

②学期ごとに実施するアンケートに

おいて児童の実態把握や心のケ

アをできるようにする。 

①学校評価に係る教職員アンケート

の生徒指導・教育相談の項目で肯

定的な割合が８０％以上になった

か。 

②学校評価に係る児童・保護者アン

ケートの生徒指導・教育相談の項

目で肯定的な割合が８０％以上に

なったか。 

・学校評価に係る教職員アンケートの生

徒指導・教育相談の項目で肯定的な割

合が９８％になった。 

・学校評価に係る保護者アンケートの生

徒指導・教育相談の項目で、肯定的な

割合が令和３年度より２０％上がり、

９６％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

A 

・報告、連絡、相談、見届けの徹

底とスピードが誠意であること

を繰り返し助言してきたが、教

員の意識の差がまだ見られるた

め、今後も事例研修等を取り入

れながら教員の危機意識向上を

図れるように努める。 

 
 

・学校評価に係る保護者アンケ

ートの生徒指導・教育相談の

項目で、肯定的な割合が令和

３年度より２０％上がり、９

６％となったことは、大きな

成果である。先生方が子ども

の様子等を保護者に丁寧に連

絡をし、心配なことも相談し

やすくなっている。この結果

に満足せず声なき声を聴ける

教職員の育成を期待する。 

・木の伐採等を行い、すっきり

したが、相撲場等、施設の老

朽化に対する対応も検討して

ほしい。 

施設管理の徹

底による、安

全で衛生的な

学習環境の充

実 

①安全点検を確実に行うとともに、

事故を未然に防げるように、教

職員の危機意識の向上に努め

る。 

①安全点検を毎月実施するととも

に、ケガの発生状況等を保護者や

教職員にも保健だよりや職員集会

等で周知し、危機意識を向上させ

られたか。 

・安全点検を毎月実施し、修繕等につい

ては早急に行うとともに、学校で修繕

できない箇所等は、教育委員会に報告

し、迅速に対応した。 

・ケガの対応等も管理職も対応し、教職

員の危機意識を高めた。 

 

 

B 

・施設の老朽化に伴い、修繕が必

要な箇所も増えているため、計

画的に修繕等を実施する。 

・ケガの多い学級等が決まってい

るため、落ち着いた学級経営が

できるよう助言する。 

3 

（現状） 

○神田小学校学校運営協議会で目指す児童の

姿について共有し、学びの自律化に向けた

情報端末の活用、自ら課題を見付け、協働

して解決していく児童を地域全体で育てて

いく。 

（課題） 

○目指す児童の姿を家庭・地域・企業等に広

め、地域に住み、地域に集う全ての方々と

共有できるようにする。児童に育てたい力

について熟議し、その実現に向けた方策を

定め、継続的な行動に向けて取り組む。 

目指す児童の

姿を地域全体

で共有するた

めの HP の活

用・教育活動

公開 

 

①月に１回以上学校 HP の更新、学

校だよりや安心メールによる保護

者・地域への情報提供をする。 

②コロナ禍における学校行事等につ

いて、オンラインで参観できるよ

うにし、学校の教育活動や児童の

成長に対する関心を高める。 

①月に１回以上学校 HP を更新し、

児童の様子や学校の出来事等を保

護者や地域の方に迅速に情報提供

することができたか。 

②学校評価において、開かれた学校

づくりに関する項目で肯定的な割

合が８０％以上になったか。 

 

・月に１回以上学校 HP を更新し、児童

の様子や学校の出来事等を保護者や地

域の方に迅速に情報提供することがで

きた。 

・学校評価において、開かれた学校づく

りに関する項目で肯定的な割合が令和

３年度より１２％あがり、９４％にな

った。 

B 

・学校 HP や安心メール等を効果的

に活用し、児童の様子や学校で

の出来事等を迅速に情報共有で

きるように努める。 

・PTA と連携し、紙面を使わずに

保護者と情報共有ができるよう

な新たなシステムを導入する。 
 

・修学旅行や南郷自然の教室か

ら送られる学校安心メールに

感激した保護者が多い。子ど

もの様子をより積極的に地域

や保護者に伝えていく手段等

を考えていく必要がある。 

・見守り活動等を支えている方

は、高齢の方が増えている。

保護者や地域の方との連携や

協力体制の継続のためには、

人材を見つけ育てていくこと

が必要である。地域や PTA と

の連携をさらに工夫していく

ことが大切である。 

児童の自律に 

つながるコミ 

ュニティスク 

ールプランの 

策定 

①策定したプランに基づき、具体的

な方策を定め、学校と SSN、地域

の企業等が協働した取組を始め

る。 

 

①地域を題材とした学習活動や、

SSN、地域の企業等と協働した取

組みを計画し、２学年以上で実施

できたか。 

・地域を題材とした学習活動や地域と連

携した学習を１学年しか実施できなか

ったため、今後の課題とする。 B 

・具体的な方策を定め、学校と

SSN、地域の企業等が協働した

取組を始めることができなかっ

たため、来年度の課題とする。 

4 

（現状） 

○新たな学びのスタイルとなる ICTを活用し 

 た授業展開等についてエバンジェリストが 

中心となり研修を重ねている。 

（課題） 

○教職員の生徒指導や保護者対応に対する迅

速かつ正確な情報共有と組織的な対応力の

育成を図る。 

○児童一人ひとりに寄り添い、適切なタイミ

ングで組織的に支援していく体制づくりが

必要である。 

 

教職員１人ひ 

とりが自分の 

もつ力を発揮 

し、すべては 

神田の子の希 

望をはぐくむ 

ために努力で 

きる組織づく 

り 

 

 

①キャリアステージに応じた教材研

究・業務改善について助言するた

め、教務主任・学力向上主任を中

心とした組織で、ICTを活用した

授業方法の研究や授業相談会を実

施する。 

②子どもの悩みやトラブル等に気づ

き、迅速に適切に対応できる教職

員を育成できるよう、生徒指導研

修を積極的に行う。 

 

①全ての教員が「主体的・対話的で

深い学び」の実現を目指し、日常

の授業で ICT を活用する状況にな

ったか。 

②全ての教員が、生徒指導研修に参

加し、子どもの悩みやトラブルに

気づき、迅速に適切に対応をする

方法等を研修会で学ぶことができ

たか。 

③教職員アンケートで、授業改善へ

の取組についての肯定的な回答が

８５％以上になったか。 

・全教員が日常の授業で ICT を活用し、

主体的、対話的で深い学びとなる授業

形態の工夫に取り組んでいる。 

・全教員が、すこやか委員会等での事例

研修や教育相談研修に意欲的に取り組

み、子どもの悩みやトラブルに気づ

き、迅速かつ適切に対応をする方法等

を学んだ。 

・教職員アンケートで、授業改善への取

組についての肯定的な回答が９０％と

なり、意識の向上が図られた。 

B 

・教職員の生徒指導や保護者対応

における迅速かつ正確な情報共

有と組織的な対応力の育成を図

ってきたが、まだ温度差があり

十分な対応ができているとは言

えないため、今後も継続して指

導、助言をする。 

・ICT を活用した授業展開等につ

いてエバンジェリストが中心と

なり研修を重ねているが、教員

による温度差が生じているた

め、今後の課題とする。 
 

 

・１人 1 台端末を活用し、授業

を展開していることは素晴ら

しいことであるが、修理に出

すと返ってこないという現状

が心配である。代替品の貸与

等教育委員会との連携を図っ

てほしい。 

・すこやか委員会において、全

教職員が子どもの情報を共有

することや、生徒指導研修な

どを行うことは大切であるの

で、今後も継続してほしい。 



 


